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はじめに

審査委員長　木村俊郎

　大阪経済大学では、学術の研究、調査および普及を目的として大阪経大学会を設置してい

ます。この大阪経大学会では、本学の学生の勉学を奨励するため、毎年「学生奨学論文」の

募集を行っています。そして、優れた論文を入賞作品として選出し、著者には賞状と副賞を

授与しています。入賞の種類としては、特選・入選・佳作そして努力賞があります。特選は、

特に優れた論文に対して与えられ、入選は優れた論文、佳作は選にはもれるが優れた論文に

与えられています。また、努力賞は、執筆するうえで努力が認められる論文に与えられてい

ます。

　論文のテーマについては、昨年度に引き続き、応募者が自由に選択する「自由論題」とし

ました。その結果、幅広い分野からの応募があり、学生の自由な発想を垣間見ることができ

ました。本年度は、27編の応募があり、経済学部からは２編、経営学部からは11編、情報社

会学部からは１編、人間科学部からは13編の応募がありました。また、学年の割合では、２

年生が１編、３年生が13編、４年生が13編でした。

　審査については、今回審査委員長をつとめた経営学部の木村俊郎と、各学部から選出され

た審査委員の15名によって行われました。経済学部の審査委員は藤本髙志先生、上宮智之先

生、藤中裕二先生、経営学部は田中健吾先生、遠原智文先生、三島重顕先生、情報社会学部

は柏木正先生、西山豊先生、藤本義治先生、人間科学部は楠本秀忠先生、村山満明先生、石

田淳先生、鵜飼奈津子先生、小松亜紀子先生でした。審査委員会において、議論を交えなが

ら厳正な審査を行った結果、本年度は入選２編、佳作６編、努力賞１編が選ばれました。

　総合的評価として、今回の応募論文にも内容において「おもしろい」論文が多数ありました。

この場合の「おもしろい」とは学的に興味深いものという意味です。わたくしは法律学を専

門としています。専門外の学生論文（今回も法律関係の応募論文がなかったことが残念！）

を読むのは楽しいことです。ワクワクいたします。今年もこのような期待を裏切らない「ワ

クワク」した論文が数点ありました。耳を澄まして「時代のため息（制度疲労）」を聞き取る。

それをなんとかしようと悪戦苦闘している論文でした。まさに実学の核心です。「がんばれ」

と声援を送るのに躊躇などいりませんでした。頼もしい限りでした。

　しかし、一方で些細ではありますが重要な問題も散見しました。たとえば、たくさんの先

行論文を読んでほしいという点です。社会科学の論文は自然科学の論文のように突如として

従来の論議を超えるようなものはありません。必ず先学者の論議にプラスアルファーするよ
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うに形作られて行きます。また、批判精神も大切です。したがって、従来の論争の整理をき

ちんとしておき、それに何を付け加えたかが明確になるように書かれるべきです（「論文・

レポートの書き方」を必読）。奢った論文はだめです。まずは経大の先生の手ほどきをしっ

かりと受けてください。

　来年度の学生奨学論文において特選がでることを期待しております。

　2014年12月20日（土）、Ｊ館３階第１会議室において受賞発表・表彰式が行われました。

德永光俊大阪経大学会会長（学長）と田村正晴大樟会会長よりご祝辞をいただき、賞状と副

賞、図書カードが贈られました。また、各審査委員からは論文審査の講評をいただきました。

その後、記念撮影を行い、入賞者や参加者とともに軽食をとりながら歓談した後、受賞発表

表彰式を終了しました。
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選入 選入
女性の積極活用と企業業績
～大阪企業のデータを用いた実証分析～

前園　貴宏・麻田　裕馬・森　　崇紘・房野由貴奈・本田　雪美（経営学部3年）

　この度学生奨学論文において、私たちの論文をお忙しい中時間を割き評価して下さった方々、また関係者の皆様にま
ず感謝を申し上げたいと思います。今回、この賞を頂くことができたのはチームのメンバーは勿論のこと、尾身准教授
やゼミナールの仲間、質問に答えて下さった社会人の方々の協力のおかげです。ありがとうございました。私たちは昨
年発足したゼミナールで、先輩もおらずノウハウが全くありませんでした。その中でこのような成果をあげられたこと
を素直に嬉しく思います。
　この奨学論文に取り組むことによって、チーム一丸となって努力し、学習することができました。今回経験したこと
を私たち自身が今後社会に出た際にも活かすとともに、ゼミナールの後輩達の成長をサポートすることで、来年度はゼ
ミナール全体でより良い成果をあげられるよう努力して参ります。

選入 選入
企業の社会的責任（CSR）活動は若者の購買行動に影響を与えるのか

德留　有理・田中　里菜・濱本　健太・水津　雅志・田中　優美（経営学部3年・4年）

　この度はこのような素晴らしい評価をいただけて、大変嬉しく思います。この論文を書き上げるまで、粘り強く指導
してくださった江島教授をはじめ、アドバイスをしてくださった先輩方、江島ゼミの仲間たち、調査に協力してくださ
った方々に感謝を申し上げたいと思います。ありがとうございました。
　論文を完成するまでに何度も問題点にぶつかり苦労しましたが、紆余曲折を経てなんとか最後まで書き上げることが
できました。結果を聞いたときは嬉しかったのはもちろん、こつこつ努力をすれば報われるのだと実感することができ
ました。
　論文を書く事は難しくて大変でしたが、とても実りある体験でした。少しでも論文に興味がある方は是非チャレンジ
してみてください。

入賞者の声

入 選

作佳 作佳
環境配慮型経営は企業に利益をもたらすのか

川脇　悠史・古田　駿介・森　　和矢（経営学部3年）

　この度はこのようなすばらしい賞をいただき本当にありがとうございます。論文を評価していただいた先生方、そし
て、論文作成にあたって、共に執筆したグループの方たちはもちろん、サポートしていただいた尾身祐介准教授に感謝
を申し上げたいです。ありがとうございました。
　論文に関しては、私たちはまだまだ時間をかけるべきところがあると感じております。当初、分析データのあまりの
膨大さに戸惑い、データ作成も分析もなかなか進捗しませんでした。しかし、いったん始めたことは完成させたいと強
い決意で臨みました。毎日寝る間を惜しんで先行研究の調査、データベース作成、統計分析を頑張り続けました。稚拙
な面は多々あったかと思いますが、今回の受賞は私たちの努力を評価していただいたと考えておりますし、誇りにも感
じております。これからもこの誇りを胸に、日々勉学に努めたいと思います。

佳 作
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学習動機づけが進路成熟意識に及ぼす影響

行友　誉起（人間科学部4年）

　今回、このような賞もらえるとは予想もしていませんでした。昨年度もゼミで応募しようとしましたが、期限に間に
合わず費やした時間が無駄だったと感じていました。しかし、実際にメンバー全員で調査し執筆を経験したことや、授
業中に得た論文作成の知識全てが土台となり今の結果があると思います。そして、審査員の方から好評を頂いた点に関
しても、ゼミの担当教授の方や調査に協力して下さった方々の協力があってのものです。私は研究者を目指しているわ
けではありませんが、それでも、今回の結果は４年間大学で勉強して来たことが無駄ではなかったと実感できるよい機
会になったと思います。

作佳 作佳

作佳 作佳

うつ病に対するスティグマと課題
―大学生への質問紙調査を通じて―

西依　夏輝（人間科学部4年）

　この度は栄誉ある賞をいただき、大変嬉しく思います。昨年応募した時は満足のできる論文ではなかったので、今年
は昨年以上の論文を作ろうと思っていました。実験がうまくいかず、昨年以上の論文には程遠く感じて、諦めかけた時
もありました。しかし、多くの方々に支えられ、最後まで諦めずにチャレンジしたことで、このような賞をいただくこ
とができたと思います。これから奨学論文に挑戦する方も、ぜひ最後まで諦めず、チャレンジしてください。
　最後に、今回の論文作成に協力してくださった古宮昇教授と古宮ゼミの仲間たち、また実験に参加してくださった
方々、実験を実施させてくださった先生方に心から感謝いたします。

作佳 作佳
大阪人の親切は本当なのか
―援助行動を引き出す条件―

三上　祐貴・井上　太郎・永田みづき・錺　　真澄・中谷　裕紀・萱野　晴姫・森田すみれ（人間科学部3年）

　奨学論文を作る上で楽しかったことは、実験を通して、いつもよりはっきりと「大阪人のええところ」に触れられた
ことです。地図をぐるぐる回して見ているだけで、数人ではあるものの、自ら声を掛け、時間を割いて道を教えてくれ
た勇気ある方々に出会えて感動しました。ただ、暫くしてから先程迷っていた場所に戻った際、道を教えてくれた方に
また出会ってしまった時は気まずかったですね（笑）
　論文作成で難しかった点は時間作りです。7人全員が揃う時間を作ることが出来ず、各自ができる時にできるところを少
しずつ作成していったので、それを繋ぎ合わせるのが大変でした。また、データ収集・分析から論文作成に取りかかるまで
に時間がかかってしまったのは反省点です。時間を作ることは困難でしたが、奨学論文を通してチームワークの大切さと時
間を効率よく使う大切さを学べました。何より、ゼミのみんなで一つの作品を作り上げることが出来て楽しかったです。
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　テーマを決め、研究を深めるということにゴールはありません。論文を書くにあたって、今、私は持っている力をす
べて出し切りました。自分の力だけではなく、多くの方々のお力添えがあったからこそ、最後まで書き上げることがで
きたと思います。
　その結果、「努力賞」を頂くことができ、大変嬉しく思っております。今後の私の課題は、勉学に励むことはもちろ
んのこと、多くの経験をすることです。失敗を恐れていては、何も始まりません。これからも前を向いて、何事にもチ
ャレンジし続けたいと思います。
　私の論文にご協力下さった皆様、ご指導頂いた服部圭介教授に心より感謝申し上げます。

努 力 賞

賞力努 賞力努
「はてにゃん。」の売り込み戦略
～学生を対象としたアンケート調査および経済実験より～

環境モデル都市
～コミュニティサイクルの可能性～

今田　健太・田伐　矩宜・大西　祐紀・出戸　大樹・寺澤　　将・応根　佑真（経営学部3年）

　この度、奨学論文の審査をして下さった方々、奨学論文作成に携わってくださった方々にまず感謝を申し上げたいと
思います。また、このような素晴らしい賞をいただくことができ、大変嬉しく思っています。
　私たちは、論文を執筆する際に約半年をかけて様々な調査・分析を行ってきました。私たち自身、論文を書くことも
初めての試みであり、何をすれば良いのか、どう分析すれば良いのかということが分からず大変苦労しました。その中
で、みんなで意見を出し合い、論理的に考えて答えを出すということがこんなに難しいことだとは思っていませんでし
た。しかし、奨学論文に挑戦し、様々な活動をメンバーで協力して行ったことによって自分たちが成長できたと感じた
ので、挑戦して本当に良かったです。
　最後になりましたが、奨学論文は自分を成長させる良い機会なので、是非、挑戦してみてください。

作佳 作佳

作佳 作佳

株主優待の種類に関する研究

横越谷裕貴（経営学部3年）

堀口　雄大（経済学部2年）

　私は、株主優待について執筆しました。このテーマに元々興味があったわけではなく、先生の意見を聞き、私自身も
おもしろそうだし、新規性のあるものだと思い、また、色々な観点から株主優待について考察できると考え、論文にす
るには書きやすいと思い執筆しました。自身が知らないことなので、無知であるゆえに非常に難しかったです。しか
し、色々な情報と出会い、この論文を執筆するうえで、多くの企業や企業情報に触れることができました。そして、ま
た自分の手元には、多くの情報が蓄積されています。この情報は他の人がやっているものではなく、自分自身唯一のも
のなので、これを就職活動や今後の人生に少なくともマイナスな効果を生むとは思っておらず、私にとって良い経験に
なりました。論文に取り組むことは非常に大変ですが、自分にとって何かにチャレンジするきっかけだと思うので、是
非書いてみることを私はオススメします。
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